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英国皇太子・皇太子妃盃は
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▲数々のカップを手にしたくボーンフリーⅢ〉チーム
一

▼左からピッチ英国公使，大儀見NORC副会長，石原NORC会長

rW画『~I 英国公使ブライアン・ピッチ氏の

ご臨席を賜わり，第8回沖縄～東京

レースの表彰式が，東京・永田町の

キャピトル東急で6月6日にぎやか

に行われた。チャールス皇太子，ダ

イアナ妃の来日を記念して下賜され

たThePrince&PrincessofWals

Cupは総合優勝のくボーンフリー

Ⅲ〉が手にした。

英国のファストネットレースに比

較される沖縄レースは，今回は参加

9隻完走3隻であったが，今後，

もっと多くの艇が参加し，文字通り

国際レースとして発展する事が大い
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日本船舶振興会補助事業

第8回坤繩～ レース

英国皇太子･皇太子妃杯ヨットレース研

レース委員長渡辺修治

蕊
口
議

1）沖縄レースの意義

NORCの外洋ヨットが，外洋ヨットのスタンダー

ドを満たしていることを自他共に確認する通過儀礼と

してのレースは,昭和26年のシルバーカッフ°,大島レー

ス(100浬）にはじまり，昭和42年の八丈島レース(300

浬）で本格的になり，昭和47年には距離ときびしさで

ファストネットレースやバミューダレース等の国際的

スタンダードを上廻るこの沖縄レース（830浬）が開

始された。

下の表で見るように,NORCのメンバーでわれと

思わん人達が沖縄レースに挑戦するようになって，一

時は参加艇数27隻を数える程になった。ところが，何

故か今年の参加艇数は激減してわずか9隻に落込んで

しまった。

同じ太平洋亜熱帯の島の外洋ヨットレースでも，遙

か遠いハワイのケンウッドカップには今年もNORC

I

員旦

4

蕊
錯

スタート翌日くあさま〉（手前)はく織姫〉（右)とミートした

提供：くあさま〉

から多くの大型艇が参加しようとしているのにハワイ

諸島に負けない素晴らしい海と，奥ゆかしい文化を持

ち，ホスピタリテーに満ちた人々が侍っている沖縄

沖繩－東京レース実績

"「要時｜川
年度

昭fll年

参加艇

f燈
睾冬

備 考

(レース委員長）

[)NF

flミ
ペ

1J ラスト艇優勝艇 ファーストホーム艇
ョ巳

艇名 艇名hmS hmS hmS

2位艇との

差約20h
（大儀見）

チタ111

(VAN4()）
108－32－17 チタ111 147－13－371 47

1，

上乙 1 108－32－17

SUNBIRDII

（S＆S38）
SUNBIRDII (淌水）2 49 17 2 123－28－29 123－28－29 166－15－13

落水1¥故
沖繩より1隻参加
(11!『水）

MAGICIANII

（YAM36）

SUNBIRDV

(SdS45)
３ 51 13 136－09－16 126－49－46 181－35－28

沖縄よ'）
参加艇2隻
（武市）

SINDBADII

(NAK33)

IILV

(FRE41)
53 27 7 153－57－12 146－24－25 238－05－304

SUNBIRDV

（S＆S45）

SINDBADII

（NAK33）
(周東）5 貝R

JJ 2］ 138－38－16 129－49－15 164－27－441

SUMMERBOY

（TAK36）

EPICUREAN

（VAN40）
(大儀兇）6

目ウ
JJ 17 145－11－120 118－30－32 117－49－04

NACHIVⅢ

(DOU42）
NACHIⅦI (篠脈）59 13 168－50－18 168－50－18 201－21－25

BORNFREEⅢ

（NAK34）

オリヒメ

(FRE40）
61 ６ 186－07－10 (渡辺）8 181－13－46 171－36－369

（4）
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健闘むなし<RET.のくあさま〉の面々

提供：くあさま〉

レースが何故こんなに人気を失って下火になってし

まったのだろうかc

今年の沖縄レースの委員長を引きうけた私は，関東

支部長の大儀見さんや，帆走委員長の宮坂さんと相談

して，将来の沖縄レースの人気挽回策を計った。

ヨットの原点にかえって反省すると,結局,ケンウッ

ドカップシリーズに負けない面白い魅力のあるレース

をやることと，ビジターのヨットに対する地元の受入

れ機能を良好にすることがまず考えられる。

その為には，地元のNORC沖縄支部が，自主的に

面白いシリーズレースを企画，運営する必要がある。

そして,最後に沖縄レースをスタートさせる｡沖縄レー

スそのものは沖縄レース委員会が運営するがフィニッ

シュは関東支部が受持つ｡つまり,両支部がホストヨッ

トクラブの役目をするわけである。

この考え方には，沖縄の城間支部長はじめ，実行委

員の皆さんが賛成した。これまでの沖縄レースでは，

東京のNORC本部から乗りこんで来て運営されたの

で，沖縄支部はお手伝いの役目を果せばよいと考えて

いたが，今後はNORCの帆走委員会と協力して自主

的運営を考えて行きましょうというわけである。

今年は，実行，レース委員会としても，参加艇が少

なくなった機会を利用して，メンバーを最小限にしぼ
はたら

り，実際の働きは，沖縄，関東両支部のオーナーを

中心とする会員のボランティア活動に頼ることにし

た。

2）那覇にて

4月25日の全日空で，私と坂西，松浦君3人は那覇
たいらあがりえとうばら

にとび，沖縄支部の平良，東江，桃原氏と合流して

自治会館の9階にレース本部を設けた。ここからは，

那覇港の指定ヨット泊地が眼下によく見える。

平良，東江氏の案内で沖縄県観光文化局，観光開発

公社，那覇市，海上保安庁，気象台，沖縄タイムスと

挨拶に廻る。

県も市も近頃は沖縄観光の有力な目玉としてヨット

に力を入れておられ，来年は沖縄国体の為に那覇市の
ぎのわん

北12キロの宣野湾市の海岸に大型ヨットハーバーが完

成するので，将来の沖縄レースのビジター艇の受入れ

は問題がなくなるという。ケンウッドカッフ･レースの

ことを話したところ，沖縄県とハワイ州は姉妹県でも

あるし，今年のケンウッドカップレースは県としては

参考の為にぜひ見ておきたいといわれた。

4月27日，0900,恒例の「座間味レース」が田中村

長の号砲でスタートした。内地からの参加艇は3隻

だった。私は城間支部長と本部艇で伴走した。慶良間

の島々と海は，ききしに勝る美しさである。しかし40

年前，沖縄本島を攻撃する為に，この青い海に集結し

たアメリカ海軍の船艇の黒い影を見たここの人々の心

中を推察すると，感慨無量である。レース後の座間味
クース

村公会堂でのパーテーでは，久米島産の泡盛古酒に

酔った。

4月28B1600から自治会館で艇長会議が行われた。

三崎ヨット局のポランテイアオペレーターの都合が

つきそうなので，ロールコールは1200と1900の位置を

（
」

〈
）

沖繩～東京レース所要時間

数'i2はポilllil
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5月3日，梅雨型の前線は停滞している。レースフ

リートは四国南方海上に達した。スピードはl日当り

100～120浬。1200<メープル〉がリタイヤ－して油壺

へ向かう。

5月4日，前線はさらに南に下って，風向きはNE

になった。フリートは潮岬の南方で，東側のくボーン

フリーⅢ〉はNE30ノットと報告しているのに，南

側のく浅間〉はNE3ノットしか吹いていない。1930

〈浅間〉はリタイヤーして串本へ向かった。

5月5日，前線は弱まり，気圧の等高線の間がのび

た。健闘していた小型艇くユーカリ〉が043O紀伊水道

でリタイヤー，串本に向かう。続いて0600<ナチⅢ〉

もリタイヤーして串本へ。〈天竜〉は室戸崎の南方で

ディスマスト，漂流中の所を明方航行中のタンカーが

発見して海上保安庁に通報してくれた。〈天竜〉は自

力で機走して昼頃室戸に入港した。

1200<ボーンフリーⅢ〉とく織姫〉は遠州灘に入っ

た。〈ふじⅢ〉からは依然として入電がない。

帆走指示書では5月5B1800以降はフイニッシュラ

インの本部船を撤収して本部はレース委員長の私の家

に移し，フィニッシュする艇は自分で時間を確認の上

電話で申告することになっているが，本部船く衣笠〉

のオーナーの鈴木康之君の好意でもう一晩待つことに

する。

5月6日，天気がくずれ始め，雨になった。昨日遠

州灘ではくポーンフリーⅢ〉よりやや遅れていたく織

姫〉は相模湾に入るとスピードをあげ，1200には州崎

西方に達した。その頃くボーンフリーⅢ〉は爪木崎で

悪い潮流に遭遇して神津島近くまで流されて遅れを

とっていた。夕刻，待ちに待つたく織姫〉力;フイニッ

シュしたので，フィニッシュのウォッチを解散して，

レース本部を私の家に移した。

5月7日、未明くポーンフリーⅢ〉艇長から，無事

フィニッシュの電話が入った。〈ふじⅢ〉からはスター

ト以降，全く入電がない。0700横須賀保安部にくふじ

Ⅲ〉以外の艇の現状を報告する。保安部は沖縄レース

のことをよく理解しておられ「いつでもそちらの要請

で動きます｡」と言って下さった。

0730頃くふじⅢ〉の宮坂艇長から，無事フイニッシュ

の電話が入った。

本レースをサポートして下さった沖縄支部，関東支

部の皆さん，長期間有難うごさいました。

f』'

=輯モ

掌鴬

1－､－－－－章 …堂I

ファーストホームしたく織姫〉提供：オーシャンライフ

2｢ﾛ|報告することとし，2メガSSBのみの艇3隻は

くふじlll>が中継することになった｡(スタート直前くふ

じⅢ〉の無線機が故障した為，’一I継船はく織姫〉に変

更された。）

沖繩気象台の予報'白がレースの天気の予測を説明し

て下さったが，5月4日頃には二つの目玉の低気圧が

レース海面を通過するかもしれないということだっ

た。

183()から自治会節の会場でilil夜祭が始まった。来賓

の挨拶が終って各艇の紹介に入ると，ミス沖縄が各艇
デイゴ

のスキッパーに花の首飾りをかけてくれる。ヤンヤ

の拍手であるが，艇数が少ないので何となく淋しい。

宮古,烏のくティダ〉の伊志嶺オーナーは，わさわさ泡
クース

盛古酒の大壺持参で前夜祭に参加され，クルーに竹の

杓で注いで廻らせていた。

3）レース経過

木部船は，以前森繁さんが持っておられた40呪ト

ローラーのくメイキッス〉である。那覇港のセンター

ブイのIﾉﾛ200mに本部船を投飾してスタートラインを

設定した。4月29111200スタート。風はNNW6～7

ノット。スタート後，岸寄りに_|上上するグループ．と黒

潮を求めて西に向かうグループに分れた。

5jllu,大陸と太平洋の移動性高気圧の間に，黄

海から対島にかけて弱い前線がある。1900の各艇の状

況はくボーンフリーⅢ〉だけが東の太平洋上に抜け出

し,SWの風を受けて三崎目指して1B150浬で快走

しており，西に行ったく天竜>，〈ユーカリ>，〈ナチⅢ〉

は黒潮の流れに入ったらしく船脚が伸びてトカラ群島

を抜けようとしている。奄美群島沿いに競っていた大

型艇群は大分遅れく織姫〉とく浅間〉がやっと島を離

したが，〈風見鶏〉とくメープル〉は奄美と喜界島の

間の水適を走っている。〈ふじⅢ〉は無線機故障で入

電がない。

5月2H,前線が南に下り，梅雨型になった。〈ポー

ンフリーⅢ〉はSW8ノットの風で三崎に向けて快調

に走っている。他の艇群は種子島の東に出て黒潮に

乗ったようである。風はNW4～8ノット。1200<風

見鶏〉がリタイヤーして種子島に向かった。

一

一

；

I
嘘
f・

享認 豐鱗
凸房．郵

轌

』
牽
琴

<織姫〉のフィニッシュを見守るマークボートのくがめら〉

提供：オーシャンライフ
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中繩|ノース僖勝記
、

、

ノ

<BORNFREEIII>スキッバー

平生進一
<名言集〉

･笑って交代5分前

・ヨーコさん

。曇ってればトロピカル

・トロピカルBomFree夢航海

･爪木沖0.5マイルエッノ

〈フィニッシュ〉

5月7日午前1時フィニッシュ予定時|H1を過ぎた

ころ案の定，落ちてきた北東の風の中，諸磯灯台を目

前にして<BornFree>は行ったり来たりをくりかえ

すばかりでちっともFinishlineに近づいてくれな

い。イライラする気持ちと最終アブ．ローチに待ちうけ

ている「大謀」の存在に誰もがおしだまっている。前

回の沖縄レースでは外人クルーでかためたくテイダ〉

が10日余りをかけて830マイルを走りFinishlOM手荊

のいけすに乗り上げて涙のリタイヤという悲劇がみん

なの頭をかすめているのだろう。

キャビンの中でロランと電卓片手に海図にとりくん

でいたMrロランマン・イッチヤンが「このまま0.3

マイル，タックして0.6マイル，もう一度タックすれ

ばそこが最終アブ°ローチ」などといやに精密なナビ

ゲーションを伝えてくる。デッキ上の緊張感とうらは

らなイッチャンの自信満々の言葉にみんなの神経的な

笑いが，アハハと夜の間に吸い込まれていく。赤い点

滅をくり返す大謀の浮標の中を，細い糸に引かれるよ

うにゆっくりと艇は闇の中を進んで行く。「のぼりき

れない／｣無言の闇のI-|1,へルムスモーさんのうわずっ

た声がコックピットから聞える。しばらく裏風を入れ

ながら進むセールに再び風が入った。

たるんだ糸がゆっくり引かれるように<BornFree>

は小網代湾の中に入っていく。誰もいないFinish

lineを通過した瞬間，誰もいないと思っていたシーボ

ニアの堤防から「おめでと－．ﾉ」「ヤッタゼ，ポーン

フリー.ﾉ」という大喚声。強力なストロボライトが花

火のようだ。5月7日,1時46分26秒。僕等は遂に

（8）

"Prince&PrincessofWalesCup"を手中にしたの
＋ざ
ノーo

コックピットにかけもどりモーさんとセーリンググ

ローブ越しに固い握手。腕をぐいと引いて抱きあい，

オイルスキンの背中をたたきあっていると，熱いもの

がこみ上げてくる。シーポニアのハーバーオフィスの

前の特等バースに横づけし，拍手・握手・抱擁・花

束・レイ・ビール・乾杯とつづく。

岡ゆれする足を踏みしめても踏みしめても夜空に魂

が飛んでいってしまうような僕等なのだった……。

〈大予言〉

4月28日11:00PM幸村オーナ－いわく「イ

ケルような気がする。こんなにトラブルもなく落着い

て過すレース前夜なんてないもん。賭けのコース引か

なくてもイケンじゃネェーカナー」

〈レース準備〉

廻航に出れば50％，スタートすれば70％レースは

終ったと言われる沖縄レース。準備を抜きにしては語

れないだろう。昨年のミキモトカップにくつばくろ〉

のサポートヘルムスマンとして参加した時から話は始

まった。今のくボーンフリーⅢ><NAKAYOSHI34>

を建造した4年liijから毎回くり返されていた沖縄レー

ス参加の検討が急に具体化されたのだ。〈つばくろ〉

グループはくボーンフリー1世>(エクメドメール26F)

を買って結成されたグループで，幸村オーナーの強力

なリーダーシップ°により，沖縄レース2回,小笠原レー

ス,PANAMCLIPERカップ.と矢継ぎ早に国内外の

大レース出場をこなしてきた，沼津フリート随一の

「ガッツレースグループ」である。10年来のライバル

であり仲間でもあるくつばくろ〉グループの全面的な

協力申し入れがあり，〈ボーンフリー〉の沖縄レース

出場が決った。

昨年12月より安全備品の搭載,無線機の取付・開局，

艤装のチェック，船底のペイント等，気の遠くなるよ

へ

一
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うな作業をチェックリストにして洗い出し，担当者を

決めてこなしていった。全メンバー東京在住の我々に

とって月2～3回の沼津行はなかなかゆるくないもの

で，4月17日夜，船を廻航に送り出した時は正直いっ

てホッとしたものだ。

昨年12月以来，過去の沖繩レース情報を集めてきた

スクラップ°ブックも2冊になっていたが，コースの検

討を真剣に始められたのも船を送りIllしたこの頃から

であった。

鳥羽レースより長距離のレースに参加した事のない

くポーンフリー〉チームにとって沖縄レースのコース

戦略等当初は雲をつかむような話であったが，コー

ス戦略の重要性については，今までの島廻りレースや

鳥羽レースでイヤというほど思い知らされていたの

で，経験のないぶん真剣に過去のレースをi淵査・分析

し戦略を決めていった。

て，レースが微風に終始した場合であり，この時は黒

潮のゲインの番l1合が相当高くなると思われ，この場合

も北上コースに有利さが感じられる。

いずれにしても外洋レースは，“所要時間”を争う

ものであるから今回の沖縄レースのように長丁場レー

スの場合，う°ロットチャーティングの位置まで何時間

かかるのかといった視点を忘れてはいけない。北上

コースをこのように評111iすると，僕等の艇のコース戦

術としては採用しがたく，北上コースは当初より全く

考えなかった。

次に，ラムラインコースと南コースの評価について

は，高名な“高城理論”があり僕も大いに影響を受け

たと言えよう。南コースはラムラインコースに較べて

約15マイル余計に走るコースと言われているが，どこ

まで南下するかは，他艇との比較の_|三での話で，北上

コースのように黒潮をとらえるまでは是が非でもコー

スをふくらまさなくてはいけないという性質のもので

はない。従って今回のように出場艇数の少ないレース

の場合，他艇より南に常に自艇のポジションをおいて

おく事は比較的容易なはずで，ここに「基本的にはラ

ムラインコース，ただし他艇より常に南側に自艇をお

いておく」という<BornFrcc>のコース戦術ができ

上った。

一

〈コース選択〉

沖縄レースには3つのウイニングコースがあると言

われる。沖縄本島から一気に北上し，黒潮をつかまえ

る黒潮重視の北上コース。フィニッシュヘの最短コー

スをひたすら走るというMIi離垂視のラムライン叫二'間

コース。レース前半で経度をかせぎ，風のうレに合せ

て北上していく気象重視の南コース。

僕の作戦はこうだった。僕等は中年おじさんサラ

リーマンセーラーであるから，今回のチャレンジが最

初で最後のものになるかもしれない。だから最初から

賭けはしたくなかった。一週間近くの長丁場を最初の

賭けに失敗して，敗けを承知の上で800マイルも走る

のはマッピラだ。もう一つ，僕等の<BornFree>は

小さい。だから修正時間での勝負になるわけで，とな

れば先行艇がフィニッシュしてから僕等の艇が何時間

後にフイニッシュできるか,それが問題となるわけだ。

つまりこの間，レース海面には我々だけが|帆走中なの

であるから，フリーの強風にでもなれば僕等にも勝ち

目はあるし，岨いでしまえばはっきり負け，いずれに

しろ先行艇がフイニッシュする頃まで地道にくっつい

て走り，勝負は伊豆半島沖からというのが基本的な戦

略だった。

この戦略に照らしてみると，北上コースはいかにも

あぶなげに思えた。一般的に，北上コースはラムライ

ンコースに較べて約30マイル余計に走る事になると言

われ,10数時間黒潮に乗ればこの差は取り戻せるとさ

れているが，このコースの成否の鍵は黒潮をとらえる

までの“所要時間”ではないだろうか。他艇が東へ経

度を稼がないうちに黒潮をとらえ，黒潮のゲインを利

して，他艇を四国沖までのレグで引きはなす，という

のがこのコースの真髄であろう。

…と，するならば，まず，北上するに有利な風向，

風速をして水線長の長いスピードポートを有している

事が必要ではないか。あるいはもう一つの考え方とし

〈レース〉

4月29日10時那覇港岸壁のもやいを一番に解く。

今，思い返せば，二番手に岸壁を離れたのはくオリヒ

メ〉でくしくもレースl1旧位と|可じであり，これからの

レースも「出艇は一番で」などと考えている。正午の

スタート後，沖出し北上コースのくテンリュウ〉〈ユー

カリ〉を除いて，全艇，沖縄本曲酒岸をタックをくり

返しながら上っていく。北の風5M,岸べタコースを

引いたくアサマ〉が良い風をつかんでトップで残波Ⅲlll

をかわし伊江島水道につっこんでいく。〈ボーンフ

リー〉が伊江烏水道にかかる頃，日もとっぷりと落ち，

夜半には本島最北端の辺戸岬をクリアーしてコース

110｡,いよいよ作戦通りの「経度かせぎ」の沖出しコー

スを走る。ポートクローズ6knolで快走する。

4月30日一日中ポートのクローズでヘディング

120｡,やや南下ぎみのコースではあるが「経度かせぎ」

の戦略にのっとり快走する。夜8：00のロールコール

で他艇の位置をプロットすると，〈テンリュウ〉〈ユー

カリ〉の北上コース組が足をのばしているが，他のラ

ムライン組のワントン・2トン勢はそれほど足をのば

していないので一安心というところである。しかしい

つまでも120.のコースで南下を続けるわけにもいかず

タックのタイミングを考えるが，本州｣話にある高気圧

が東進しているので，凪は右廻りに，すなわちポート

の下振れ傾向がいずれ出る事を予想してヘディング

150.になったらタックの指示を出して夜10:00オフ

ワッチとなった。今回のワッチシステムは日'1'6･6

（
〉

（9）
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夜間4．4．4のシステムでスターポーワッチを

くボーンフリー〉グループ°4名，ポートワッチをくつ

ばくろ〉グループ4名で行ない，5月4日早朝からの

強風の中もワッチシステムをくずすことなくフィニッ

シュする事ができた。

5月1日02：00ワッチにつくとスターボークロー

ズ60.で走っている。2時間程前に150｡までヘディン

グが下がりスターボーにタックしたとのことである。

予想通りの展開に思わずニンマリ。夜があけて風はさ

らに右廻りに振れてきた。スピンアッフ°のチャンスを

うかがい，昼過ぎとうとうスピンアッフ°6～7knotの

アビームでヘディング60.，いい展開である。三陸沖

の高気圧は35km/hの遅い足で東進している。この風

はまだまだ続きそうだ。夜8：00のロールコールでラ

ムライン上のワントン・2トン勢に40マイル程の差を

つけた事が解り一同顔を見合わす。

5月2日この曰くボーンフリー〉艇上で早くも優勝

宣言が出た。風は前日よりやや南に振れS-5m程で

あろう。一日中クォータリーのスピンランで5～6

knot,天気は快晴気温も30.位に上っている。レース

前半のキャッチフレーズ“トロピカルボーンフリー夢

航海，，を絵に書いたような走りである。あまりの暑さ

に水浴びするクルーが続出，〈ボーンフリー〉の後部

甲板は一時銭湯の様相を呈する。期待と不安のいりま

じった昼l:00のロールコールが始まった。

〈ロールコール〉

「こちら三崎ヨット局，沖縄一東京レースに参加の各

艇，感明ありましたら応答願います｡」一昼のl:00と

夜8:00にくり返されるこのロールコールを毎日僕等

がどんなに期待と不安のいりまじった気持ちで迎えた

が，今想いだしても胸の高まりを覚える程だ。

「こちらヨットボーンフリースリー，三崎ヨット感

明ありますか？」

「こちら三崎ヨット,良く入ってます｡そちらの位置，

風向，風速をお知らせ下さい｡」
ヒトフタマルマル

「ヨットボーンフリー5月2B12:00の位置を申

し上げます。29.53'ノース,133｡15'イース，風はSW

lOknot」

「了解しました。ヨットアサマ，ヨットアサマ感あ

りましたら応答願います｡」

次々に行なわれる位置報告をログブックにはしり吾

きする。受信状態を安定させる為に次々とダイヤルを

操作する小林オペレーターと全神経を耳に集中しなが

らも目で会話する。

「ヨットオリヒメ30.04'ノース,131｡38'イース」

……“ヤッター”こぶしを握りしめ嬉しさをおしこ
こトサンマルマル

ろしても声が出た。5月2B13:00のロールコー

ルで2位くオリヒメ〉に経度で78マイル差をつけた事

が分った時，小林オペレーターと顔をくしゃくしゃに

して握手をしながらも足がガクガクして全身がふるえ

(10)

た事を良く憶えている。

5月3日我々に“トロピカルボーンフリー夢航海”

をもたらした高気圧も日本のはるか東海上に去り，こ

の日四匡l沖の前線上に弱い低気圧が発生した。北上黒

潮コースをねらったくテンリュウ>，〈ユーカリ>，〈ナ

チ〉と同様にラムライン組のワントン．2トン勢も

コースをやや北めにとり黒潮をキャッチするコースを

狙っているようだ。〈ボーンフリー〉を除いて全艇足

摺岬と都井岬の南方海上に位置を占めた。レース艇団

のはるか南東海上に位置するくポーンフリー〉艇上で

はしだいに雲量を増し、落ちてくる南の風が昼すぎ頃

から南西へまわってくる。ダウンウインドタッキング

をくり返しながらコース50.を保とうとするが，風が

弱く波の残っている海面でつぶれかかるスピンをだま

しながらの帆走となり艇速も4knot前後に落ちて神経

のいらだつレグとなる。昼l:00のロールコールで，

四国沖のオリヒメとアサマの足がのびている。前夜7

：00からのレグで100～110マイルをかせいでいる。

<ボーンフリー〉は85マイルとスタート以来始めて差

をつけられ始めた。風向風速情報に耳をすませている

とくオリヒメ〉はN,<アサマ〉はNNWと報告して

くる。四国沖の低気圧の北側至近距離に位置している

と考えられ今後低気圧の発達と共に快走を始めるだろ

うと予測する。いよいよ中盤戦の山場が訪れた。ス

タート以来当りに当っていた南廻りコースをこのまま

維持するか、あるいは、今までの好位置の貯金を使っ

て全艇の前へ出るべく北上するか，ナビゲーターの僕

の冑が痛みだした。昼のロールコール後,1時間程

チャートテーブルを前にして天気図の解析。過去の

レース展開，そして学連のディンギレースを始めとす
すう

る自分自身のレース展開と結果を何度も反掲する。油

汗の出るような時間が過ぎ結論を出した。

「ここで一回レースのケリをつけよう。いつまでも

今の好位置に甘えて南コースをとりつづけ，北東風の

連吹などという状況にでもなれば，今までの貯金は一

挙に零に近くなろう｡」「大勝ちを期待するより貯金を

使って全艇の鼻をひとまずおさえよう｡」コックピッ

トに出て北上コースを告げる。予想通り，賛否両論噴

川し，同時に凪のほうも急速に落ちはじめ雨も時折り

まじるなど，前線の接近を感じさせコックピットは急

に不安げな空気に包まれる。

夜7：00とうとう前線と遭遇NNWの風となり，ポー

トのクローズでヘディング30.北上コースをとりはじ

める。

5月4日03：30北東風が急に吹き出した。30分程の

|H1にNolフルメインからストーム，トライスルにセー

ルダウン。波はまだそれ程でもないが風速は20m程

もあろうか，横なぐりの雨と暗夜の強風にコックピッ

トもキャビンも一気に修羅場と化す。ポートのクロー

ズでヘディング120｡,トライスルがマストヘッド1/2

トン用のものなのでリーヘルムが強く上れない。だま

毎巳
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しだましヘルムを取るが上り角度は60°位であろう

か。8：00頃，このまま低気圧の尻を追いかけて沖

出しするより北上して風流の弱まる事を期待しようと

考えスターボーにタック，ヘデイング0°で走り始める。

9：00頃ストーム3ボンにかえ上り角度も取れるよう

になり6knotで北上コースを快走しだす。昼1:00の

ロールコール，かたずをのんで耳をそばだてると案の

定，〈オリヒメ>，〈アサマ〉は緯度でlr1緯度，経度で

約30マイル後方とかなり追いあげられている。夕刻よ

り風もおさまってきて少しずつ束へ振れてくる。ス

ターポーのクローズ6knotでヘディング10｡～20.と一

発で大王崎をかわせるようになる。

5月5日明け方大王崎をクリアー。9：00伊良湖

岬の東20マイルあたりでタック。ポートのクローズ，

ヘデイング100｡,No2フルメインで走る。10:00ワッ

チの連中がデッキで騒いでいる。li'1事かと眠い目をこ

すりながらコックピットに出てみると，沖からマスト

ヘッドリグの大型艇がスターボーで上ってくる。〈オ

リヒメ〉だ。700マイルを走ってトップ艇とミーティ

ング｡全クルーオールハンズでデッキ上で大喜び。〈オ

リヒメ〉にじっくりくっついて行こうと航跡上でタッ

ク，スターポーで岸へつっかける。さすが2トン船足

早く北東の風7～8mの中1時間程で視界から消えて

行く。

夕刻，御前崎の手前で風が落ちて，過去の鳥羽レー

スの悪い想い出が頭をよぎり，再び冑が痛みだす。夜

8：00のロールコールを不安な面持ちで待つ。〈オリヒ

メ〉が経度で6マイル先行。我がくボーンフリー〉は

緯度で4マイル北にいる。思った程離されていない。

〈ポーンフリー〉はいい風をつかんでNolフルメイ

ン，ポートクローズ6～7knot,ヘディング90.で夜の

駿河湾を渡って行く。夜半から風が再び強まりだし，

NolフルメインからNo3をへてストーム3ボンまで

セールダウン。石廊のはるか沖で東の風35knotの中

ポートで新島をめさす。

5月6日前夜来の風は北東に腰を据えてきた。レー

スはにわかに秋の神子元レースの様相を呈してきて、
つめ

冷たい北東風に吹かれながら石廊から爪木への上りに

かかる。波と反流をさけて石廊崎の東へとつつき，横

根・平根の内側をショートタックで上って行く。下田

沖へさしかかる頃さしもの北東風も勢いをなくしてく

る。メインのリーフを次々に解除していくが、既に優

勝を意識しだして慎重になりすぎてか、アンダーパ

ワー気味のセーリングとなり艇速がのびない。昼1：

00ロールコール，〈オリヒメ〉は風早沖に達したと報

告している。我々は爪木沖0.5マイル。段々と力をな

くしてくる北東風にフイニッシュまでもってくれと胸

の中で手を合せ伊豆半島東岸を上っていく。夜に入っ

て大島の北へ出る。本船航路に入ってからひとしきり

強い雨に見舞われ本船を避航するのに冷汗をかく。夜

10:00頃三崎ヨットと交信、7Bl:00頃のフィニッ

優勝のくボーンフリーⅢ〉提供：オーシャンライフ

シュを予告する。コミッティーからフィニッシュの本

部船はタイムオーバーで引きあげるので、小網代提防

延長線をフィニッシュラインとしてフィニッシュ時間

は自己申告する旨伝えてくる。“7日半も走って勝利

のフォグフォーンを聞けないなんてヒデーヨー”とク

ルーからブーイング。コミッテイーの事情を解るが，

こんな事じゃ日本の長距離外洋レースのお先真暗とい

うところ。やはり待ってて欲しかった。

5月7日l:00<ポーンフリー〉は小網代フィニッ

シュヘの最後のレグを滑って行く。夜に入ってさらに

気温が~ドがり，寒さと99％の勝利の予感にいやに体が

震えてくる……。

なるほど勝利とはいいものだ。家に帰れば女房小供

も大喜び。会社に出ればお祝いの電話で仕事にならな

い。さすが全国紙に載るレースは違う。おまけに英国

皇太子杯までいただけるという。翌週，ホームポート

の沼津重須ヨットハーバーに帰ればハニバー仲間が我
が事のように喜んでくれ祝勝会まで開いてくれる。半

年にわたる'|｣年おじさんセーラー達のチャレンジはみ

んなの胸に楽しい想い出と“僕達だってまだまだイケ

ル”という自信をチョッピリ残してくれた。〈ボーン

フリー〉＆〈つばくろ〉グループ°ヤッタネ，万才，ホ

ントにうれしい。

一

《
）

〈レースメンバー〉

平生進一くボーンフリー〉37歳,スキッパー,ナビゲー

ター,14名のくポーンフリー〉

共同オーナーの“社長兼雑

役夫"，今回はビデオ択当。

大多l1正樹くボーンフリー〉37歳，ヘルムスマン。

ヘビースモーカーの肺ガン

外科医，通称モーさん。文

句も言わずオートヘルムの

ようにヘルムを取るのが特

技。

深尾一郎くポーンフリー〉39歳，海外勤務の折，エー

ゲ海でクルージング狂とな

り，通称“エーケ海のイッ

チャン”ロランとたわむれ

(11)
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るのが特技，またの名を

,!Mr.ロランマン”

小川寛ぐボーンフリー〉27歳，〈ボーンフリー〉の

ほえるフォァデッキマン，

微風のセールチェンジでも

フォァデッキで怒鳴ってる。

レース中に婚約発表あり。

幸村至峻くつばくろ〉39歳,ポートワッチキヤプテン，

レース前日‘‘いけるような

気がする”とくボーンフリー〉

の優勝をただ一人予言して

みんなに変な目で見られた

大予言者。

小林正紀くつばくろ〉38歳，廻航からレースまで20

日間会社を休むという快挙

をなしとげた“サラリーマ

ンの鑑”無線担当。

松尾雅一くつばくろ〉28歳，グァム焼けの浅黒い肌

と白い歯がかわいい若い衆。

天気図書き免許皆伝。半人

前ナビゲーターの補佐役担

当。

上田谷一郎くつばくろ〉27歳，細い体の細い目がい

つも笑っているフォアデッ

キマン。バウの身のこなし

は，腹の出た中年おじさん

コックピットマンのあこが

れの的。

"Prince&Princess

ofWalesCup"の誕生
大儀見菫

今回の第8回沖縄一東京レースに「英|韮|皇太子・皇

太子妃盃」が，チャールズ，ダイアナの両殿下により

ご下賜されることが決定したのは，今度のレースのス

タート直前の4月24日のことだった。

レース・コミッテイーは,渡辺修治委員長をはじめ，

担当の全員が既に現地入りし，レース参加艇も，殆ん

どが回航を済ませて那覇港で目前の本番へ向けて，最

後の整備に大わらわといった状況でのことだった。こ

の問題で最初から親身になってご心配頂いた英国大使

館のピッチ公使から，電話で「やっとロンドンから

OKのTELEXが入りました。皇太子殿下が，直接

ご自身で決定されました。正式には，本日中に手紙で

通知します」との連絡が入ったのだが，早速，渡辺委

員長，その他の関係者に連絡をとり，前夜祭での扱い

等必要な準備と手配に急拠取り組むことになった次第

である。

折り返し，沖縄の渡辺さんからは，「地元の沖縄の

関係者が大変喜んでいる。今までは本土のレースのお

手伝いといった気分で取り組んできたけれども，この

ように国際的に認知されたレースであれば，全力をあ

げてそれにふさわしい立派な内容にするよう頑張らな

ければ」という大変嬉しい反応が返ってきた。

この"Prince&PrincessofWalesCup''のご下賜
について，石原会長名で駐日英国大使館にお願いの文

書を出したのが3月1日のことだった｡それ以降,ピッ

チ公使，ハットフル第一書id'自等が間に立って，ロン

(12)

ドンの皇太子殿下のパーソナル・セクレタリーと何度

かの折衝を持って頂いての結果だったのだが，その間

「もう間に合わないのじゃないか」とか，「見通しは

あまり良くない，この種のカップは前例がないから」

とか，随分気を操ませられただけに，この決定を聞い

た時はほんとに良かったな，というのが偽らさる実感

だった。

この件では，小生の40年来の友人で，アイルランド

の大学を卒業したという面白い経歴の持主である奥野

さんが英国公使のピッチさんとも親しいということ

で，健康がすぐれず入院している身でありながら，何

回も電話等でフォローしてくれたことも特記して置か

なければならない。奥野さんは，数年前までは稲取港

をベースにハーショフの28呪ケッチを存分に楽しんで

いた根っからのヨット乗りであることもあって，今回

の皇太子・皇太子妃盃については大変親身になって心

配してくれた。彼の努力に対しても心から感謝してい

る。

沖縄一東京レースは,1969年末に小生が，武田陽信

さんの<VAGO>の一員としてシドニー・ホバート･

レースに参加した後，日本へ帰る途中で沖縄に立ち

寄って，「日本でもシドニー・ホバート，あるいは英

国の外洋ヨットレースの原点である，ファストネッ

ト．レースに比肩できるようなレースを，沖縄一東京

間でやれないものかどうか」ということで現地の沖縄

タイムスの当時の上地社長にご相談申し上げたことに

へ
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端を発している。

当時，朝日新聞社の西日本支社からシドニーに西牟

用記者が派遣されて，シドニー・ホバートを取材して

いたのだカヌ,日本から参加したわれわれ一同としては，

なんとか日本の海でも，このような素晴らしい本格的

外洋ヨットレースを育てたいという気持ちが強かっ

た。海図を|州いて見るまでもなく，沖縄一東京という

のが一番先に思い浮ぶコースなのだが，当時，沖縄は

未だ米軍の統治下にあり,NORCとしては全くなん

の手掛りもなかった。西牟田さんに相談したら，「沖

縄タイムスの上地さんに紹介しますよ｣ということで，

上地社長と会うことができ，上地社長からは「来年に

でも是非やって下さい」と大変熱心に勧められ，また，

泊地の候補地などもご自身で車を運転して案内してく

ださった。

こういった経緯もあって，1972年に第1回の沖縄一

東京レースが発足するにあたっては，沖縄タイムスは

勿論だ力訂，朝日新聞社には全面的にバックアップして

もらい，今日に至っている。今回の"Prince&Prin-

cessofWalesCup''の企画も本年2月末に，テレビ

朝日の堀口事業局長と，朝日新聞社からテレビ朝日の

顧問として移籍された坂|崎さんから「至急会って相談

したい」ということでお会いして，相談を受けたこと

から始まっている｡坂崎さんは沖縄レースの発足当時，

朝日新聞で企画の責任者として直接このレースの誕生

に参画している人だし，堀口さんは,<TABATHA>

のオーナーとしてNORCの会員でもあり，各種ヨッ

ト行事の企画を手掛けており,一面ではわれわれの｢身

内」でもある人である。

"Prince&PrincessofWalesCuP''については，

NORCの基本的考え方として，両殿下の来日記念を

きっかけにすることは大変結構だが，一過性のお祭り

騒ぎ的な位置付けではまずい……対象として最もふさ

わしいのは沖縄一東京レースであり，あらたに別の企

画を立てることは現実面でも難しい，というもので

あった。時間的に非常に逼迫していたこともあって，

石原会長，清水専務理事にも相談して以上のような考

え方で対応した次第である。

TV朝日と英国大使館の関係者との予備的な折衝で

も，「前例があまり無いので難しいが，充分に格調の

ある相応のレースであれば可能性があるかも知れな

い」とのことだったので，われわれの考え方と基本的

に一致していたことは幸いだった。

NORCがRORC,いや，イギリスの海の伝統その

ものに学んだことは大きい。発足当初からRORCの

ルールを採用したことは，組織と，レースの運営につ

いて,RORCの経験と実績に裏付けられたその基本

的な考え方を取り入れたことを意味していた。しかし，

NORCがRORCから取り入れたのはルールといった

面ばかりでなく，その根本を流れるシーマンシップ°の

基本としての，自らの責任を完徹する姿勢，安全に対

する自己完結型の厳しいスタンス等であり,RORC

はNORCにとって文字通り海の先達としての良き

「師」であったといって良いだろう。

600浬余のファストネット・レースは,1922年が第

1回目だ力面,同レースは英国外洋ヨットは勿論のこと，

世界の外洋ヨットの原点でもある。アメリカのバー

ミューダ・レースは,そのアメリカ版といえるし，オー

ストラリアのシドニー・ホバートは,RORCの会員

で著名なイリングワース(<MythofMalham>のオー

ナー）が，オーストラリアにもファストネット並みの

本格外洋レースをやってはということで提Ⅱ月して，

1945年に発足したものである。

その意味で沖縄一東京レースは,小型外洋ヨットで，

かつて帆船が雄飛した海洋を渡るレースをやるとい

3,RORCのファストネット以来の伝統の延長線上

にあるといえる。

英国皇太子殿下に対する今回のカップご下賜につい

てのお願いも，こうしたRORCとNORCとの永年

にわたる深い絆を背景に，それに最もふさわしいレー

スとしての沖縄レースに戴きたいということを主旨と

したものだった。
一一

今回，このような主旨のもとにチャールズ皇太子殿
＝～

下からG$PrinCe&Rf茄晶ssofWalesCup"のご快諾

を戴けたことは大変喜ばしいことだが，このことで，

ことのほか喜びかつ大いに激励して戴いたのが朝日新

聞社の伊藤専務である。伊藤さんは沖縄レースの発足

当時，西日本支社にあって，西牟田さんの上司として，

このレースの企画の段階から直接関心を持たれてバッ

クアップしてもらった方であり，今回も，「素晴らし

いことだ，朝日新聞としてもこれを機会に沖縄レース

が文字通り一級の国際レースとして育つよう力を惜し

まない。もう一度外洋ヨットの原点を踏まえて頑張っ

てもらいたい」と大変有難いお話をちょうだいする機

会が持てたことは，今後のこのレースの発展のために

も大変有難いことだった。

まとまった休暇が取りにくいとか，今回のように前

線が本州南岸に停滞した状況になると北東風の上りと

なるため，所要時間も7日以上となる可能性があると

か，回航自体もひと仕事であることは勿論のこと，沖

縄レースは，その海象・気象の面ばかりでなく参加の

条件が厳しいレースではあるが，外洋レースが，カッ

コ付きの「外洋」レースになってしまわないためにも

"Prince&PrincessofWalesCup"をひとつのきっ

かけとして，このレースを立派に育てて行きたいもの

である。ファストネットレースを今日の世界一流の

レースに育てたのは，一寸やそっとのことではすじを

曲げない，通すべき意地は通すといった,RORCの

伝統，良い意味でのジョンブル魂の賜物ではないだろ

うか。

一

（
〉

(13)
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ロ世界初の太平洋縦断ヨットレース’．．

メルボルン／大阪

ダブル八ンド・ヨツトレース旧Bフ

エントリー状況についてお知らせいたします。

5月現在エントリー総数は22隻です。これを国別に

見てみますと，日本が6隻，オーストラリアが5隻，

アメリカが4隻，イギリスが3隻，ニュージーランド

が2隻，ドイツが1隻，フランスが1隻の計7ヵ国22

隻です。クラス別で見てみますと,Aクラスが15隻，

Bクラスが6隻，未定1隻となっています。このほ

か国内で噂にのぼっている艇が10隻近くあり，最終締

切日の今年12月31日には国内で15隻，海外で30隻の45

隻ぐらいがエントリーをすますものと思われます。

過去においてこれほど多くの艇が一同に太平洋縦

コースを帆走したこともありませんし，考えただけで

ドキドキするではありませんか。関東支部の初島や大

島というポピュラーなレースの参加艇とほぼ同数の艇

が走るのですよ。

ではここで参加申込み各艇の紹介と一覧表を載せて

おきたいと思います。

〈参加者のプロフィール＞
◎丹羽由昌(48歳)，徳子(48歳)夫妻（愛知県）

丹羽由昌氏は，名古屋大学在学中からヨットを趣味

とし，これまでトランスパックレース，チャイナシー

レースなど，海外のヨットレースや沖縄～東京レース

に参加しているヨットマンです。徳子夫人も由昌氏に

負けず劣らず熱心なヨットウーマンで,ご主人と同様，

名古屋大学時代からのキャリアを持っています。職業

はヨット製造業，参加艇は未定。

◎藤田弘治(38歳)，栗山幸久(52歳）（東京都）

スキッパーの藤田氏は，居酒屋“神田南蛮亭”など

五つの飲食店を経営するヨットマンです。ヨットには

13年前に買った21フィートのクルーザーから乗り始め

ました。どちらかというとクルージング派ですが，今

回はこのレースのために，ヤマハに新艇R-34の建造

を依頼しています。進水は今年4月の予定で，沖縄か

小笠原へのシェイクダウンクルーズののち，暮れにメ

ルボルンへ船積みで送る予定です。

クルーの栗山氏は，店舗設計者で，藤田氏の飲食店

をいくつか設計した縁で知り合ったヨット仲間です。

参加艇はヤマハR-34<オイドン>10.5m。

◎三宅新(38歳)，山村昭(39歳）（岡山県）

(14）

参加艇くカナーン〉は,1975年に造られたものです

が，オーナーの三宅氏の手に移る前はくサンバードⅥ〉

という名で活躍した名艇です。三宅氏は13～14年前か

らヨットを始め，モス級から21JOGとシングルハン

ドで楽しんできたセーラーです。今回は，学生時代か

らスナイプ級などでレース慣れしている山村氏がス

キッパーとして参加します。2人は15年来の友人で，

山村氏も30フィートのクルーザーを持っていますが，

規定の10mに満たず，三宅氏と組んでの参加だそう

です。メルボルンまでの回航は2人で自力回航11月

下旬出発の予定です｡職業はサービス業,参加艇はくカ

ナーン>11.115mのスルーフ。

◎岡本卓也(48歳）（大阪市）

ヤマハジュニアヨットスクールの講師及びう°ロジェ

クトリーダーを5年間務める岡本氏は，これまでに

1975年沖縄海洋博覧会記念太平洋横断シングルハンド

レース,1983年第1回東京～グァムレースに出場，

1980年には父子で大阪からサンフランシスコの太平洋

横断を行っています。クルーはヤマハジュニアヨット

スクール卒業生の予定です。参加艇は<YR38>

11．99mマストヘッドスルーフ。

◎斉藤茂夫(43歳)，多田雄幸(55歳）（東京都）

ヨット歴25年の斉藤氏は，これまでにくオケラl～

5〉を含む20艇のヨットと飛行機3機を自ら設計，製

作してきました。この間，東京～ロサンゼルス，東京

～アラスカを含む1万マイル以上のクルージング，鳥

羽レースや八丈レースに出場しています。

クルーの多田氏も20年のヨット歴の中で,1975年沖

縄海洋博覧会記念太平洋横断シングルハンドヨット

レース4位,1983年BOC世界一周シングルハンド

ヨットレースではくオケラ5〉でクラスⅡ優勝などの

記録を持っています。

職業は,斉藤氏ヨット設計・建造業,多田氏タクシー

ドライバー，参加艇はくコーデンオケラ7>16mマ

ストヘッドスルーフ。

◎アレクサンダーS.ドッド(38歳),

サラJ・ドッド(38歳)夫妻（英国）

ご主人のドッド氏は子供の頃からヨットに親しみ，

マンチェスターの大学時代はもちろんのこと，社会人

になってもヨットを最上の趣味とし,1976年に大西洋

へ

へ
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を渡って以来,1983年にもイギリス～デンマークを帆

走しています。夫人もご主人とともに15年間，主にイ

ギリス海峡をセーリングしてきました。

ドッド夫妻の乗る艇くスレイカ>(13.44mカッター

ヘッドケッチ）は，昨年9月，英国からメルボルンに

向って出発しました。フランス，スペイン，ポルトガ

ルを経て，現在マルタをクルージング中です。今後は，

カリブ海，パナマ運河を経て太平洋へ，というルート

でメルボルンへ向う予定です。

ドッド氏の職業はエンジニア，夫人は経理士。

◎スーザン・カー(38歳),アンデイ・カー(63歳)(米国）

この6年間，ヨットで生活をしながら，5マイル以

上航海しています。1979年にはヨーロッパをクルージ

ング,1982年には大西洋を横断，現在太平洋を横断中

で,ニュージーランド付近をクルージングしています。

参加艇はくアンデイアモⅢ>12.979mのカッター，

ハンスクリスチヤン43T・スキッパーはスーザン。

◎グレアムFケンドール(39歳)，

スタンC・ビアソン(27歳）（ニュージーランド）

スキッパーのケンドール氏は，これまでにホノルル

～ニュージーランド，ニュージーランド～オーストラ

リア，太平洋の島々へ10万マイルに及ぶクル､一ジング

と，5,000マイルのレース経験があります。クルーの

ピアソン氏も同様の豊かな外洋でのレース，クルージ

ングの経験を持っています。職業はケンドール氏，不

動産業，ピアソン氏はヨット建造業。参加艇は，

15.25mスループ〈アストラルローズ>・

◎ジェームス・ベック(45歳)，チェリル・ベック(33

歳)|夫妻米国ノースカロライナ州

ベック氏はこれまでの人生をレース，クルージング，

建造，チャーター業務等，何らかの形でヨットにかか

わってきました。この3年間，夫妻はダブルハンドで

東太平洋を2万マイル七一リングし，そのうち最も長

い航海は3000マイルに及んでいます。参加艇はくター

ミガン>，ウイリアン・クリーロックデザインの

13.09m,ウエストセイル43カッター。

◎ニコラス・フレッテインガム・ムーア(31歳),

ニコラ・イーストウッド(28歳）オーストラリア

タスマニア州

スキッパーとクルーは,1984年3月，オーストラリ

アのホバートをIH発し，ニュージーランド，トンガ，

フィジー，ニューカレドニアを経て，これまでに1万

マイルのクルージングをしてきました。ムーア氏の職

業はヨット建造業参加艇はハートレーのデザインに

よる10.29mのスループ〈サザンソウジャーン>・

◎口パート･D・ボナー(43歳）米国ニューヨーク州

ボナー氏は10年のヨット歴の中で，クルージングを

楽しむ一方，635マイルのマリオン（マサチューセッ

ツ州)－バミューダーレース1985等の地元のレース

に出場してきました。今年6月にコネチカット州スタ

ンフォードを出発し，メルボルンに向けて船を回航し

ます｡クルーは年末までに決まる予定｡参加艇はロン・

ホランド設計の12.8mのスループ〈ボンカーズ>・

◎ウルフガング・クイックス(48歳)，アリス・ザイロ

ス(31歳）西ドイツエバーズバーク

ホーン岬を回って世界一周を達成したスキッパーの

クイックス氏は，これまでに大西洋横断シングルハン

ドレース2回，英国・アイルランドー周ダブルハンド

レース4回の経験があり，今年も大西洋横断ダブルハ

ンドレース1986に出場。クルーのザイロス氏はウイッ

トブレッド世界一周レースのプロのチャータースキッ

パー。クイックス氏の職業はヨット建造業。参加艇

くジャンテックスⅢ〉は，ゲオルグ・ニッセン設計，

12mのスルーフ。

◎ジム.クラーク(45歳)，ジェームス･クラーク(20歳）

親子オーストラリアニューサウスウェールズ州

マリンエンジニアであるスキッパーは自作艇でオー

ストラリアの東海岸や南太平洋を2万マイル以上帆走

してきました。昨年,親子は，シドニーから同じくオー

ストリア北部のダーウィンまで2500マイル，ヨットを

回航した経験があります。参加艇はくウイラリー>，

ジョー．アダムズ設計,14mのマストヘッドスルーフ。

◎ジョン．リドガード(54歳)，ヘザー・リドガード(53

歳)夫妻ニュージーランドオークランド市
リドガード氏は生まれた年,1931年にセーリングを

始めました。1956年に初めてフイジーへの外洋航海を

行って以来，およそ20万マイル，セーリングをしてき

ました。この中には，ダブルハンドによるレース8000

マイルが含まれています。1983年に行われた，ニュー

ジーランドのノースアイランドー周ダブルハンドレー

スにヘザー夫人と出場し，ファーストフィニッシュ艇

となり，ハンディキャップAグループ°でも’位の成績

を収めています。職業はヨット設計及び建造業。参加

艇くリウォード〉もリガード氏の設計による13.5mの

木製カッター。

◎レックス．シルベスター(40歳)，トニー・クロップ

(35歳）オーストラリア北部地方

スキッパーもクルーもそれぞれ2万マイルを越える

外洋レース，クルージングの経験があります。1985年

に，彼らは，北部オーストラリア外洋選手権を勝ち取

りました。参加艇くノーザンテリトリー〉は，ジョー・

アダムズの設計による15.2m,マストヘッドカッター。

15社の企業と多くの人々がくノーザンテリトリー〉を

スポンサーしています。

勾哩

（
）

なお，すでにエントリーしている岡本卓也氏のク

ルーがこのほど宇野浩助君(13に決まりました。ヤマハ

ジュニアヨットスクールの第1期卒業生で現在までの

エントリー者LF，最年少です。

以上の7艇を加えて，4月10日現在のエントリーは

15艇。内訳は，日本5,オーストラリア3,米国3,

ニュージーランド2，英国1，西ドイツ1,となって

(15）
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}ます。 ルまでのデータを送信することが可能です。YAMA-

HAOSAKACUPでは,2チヤンネルー気象・海象

データの収集にlチャンネル，緊急事態用にlチヤン

ネルーが使われます。PTTの位置は，送信周波数の

ドップラー偏移量から計算されます。アメリカの気象

衛星に受信されたPTTからのデータは衛星メモリー

に蓄積され，地上テレメトリーステーションに収集さ

れます。フランスで処理された後，データは衛星が受

信してから，3～6時間以内にシステム利用者のもと

へ送られます。

YAMAHAOSAKACUPでは，ｵﾌｨｼｬﾙｻプ

ライヤーである東洋通信機株式会社（トヨコム）のご

好意により，アルゴス用端末送信機が参加艇に提供さ

れ，レース経過についてホットな情報を皆さんにお届

けすることになっています。尚，“アルゴス”とは，

100の眼を持つといわれるギリシャ神話の怪物です。

丹羽夫妻がコースを試走

本レースへのエントリー第1号である愛知県の丹羽

由昌・徳子夫妻が3月31B,レース海域の気象・海象

を調査するため，36フィートのヨット〈シャングリラ

lI世〉で愛知県衣浦港を出発しました。

このたびの試走には,丹羽夫妻の他に3名が同乗し，

サイパン，トラック，ガダルカナル，ソロモン，カロ

リンなどを廻り，6月10日頃に衣浦港に帰る予定です。

今回のレースにおいて，エントリー者がコースを試走

するのは初めてです。

レースにアルゴスシステムを使用

ダブルでは，参加ヨットの追跡手段として，アルゴ

スシステムと呼ばれる人工衛星を使った位置確認シス

テムが使用されます。

一

フランスと，アメリカの

共同開発によるこのシステ

ムは，物体の位置確認や気

象・海象のデータを収集す

るために使われています。

このシステムの最大の特徴

は，システム利用者の端末

送信機の位置が地球上の全

域で確認できることです。

本来の使用目的に加えて，

近年,欧米諸国では,気象・

海象データの収集と捜索救

難を兼ねて，端末送信機を

ヨットに積み，外洋レース

にも盛んに利用されていま

す。

収集したデータを周期的

に送信する端末送信機を

PTTと呼び,32チヤンネ

（
） 'し踊判

レース本

（大阪）

4

初島レース(クルーザー・レーティング・クラス）
成維表スタート時間1986.5.1817時50分

SALL

番号

2959

3363

3305

1642

3487

3497

3505

0．26

TCF

フイニンユ

日時分秒
修nZ時 lll間位所用時､111R艇名

３
５
０
２
０
５

５
９
７
４
２
１

７
９
７
３
６
０

７
８
８
１
３
５

２
２
２
３
３
３

１
２
３
４
５
６

邪
泌
婬
６
明
朗

妬
刈
２
如
皿
、

６
３
２
６
９
２

１
２
６
０
７
２

８
８
３
２
０
６

８
７
０
６
５
１

３
３
４
４
４
５

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｓ

７
０
０
５
０
４
０

８
３
３
２
３
２
３

０
Ｍ
Ｍ
Ｋ
Ｎ
Ｙ
Ｍ

ｍ
Ⅷ
皿
Ｔ
”
ｍ
皿

６
８
３
８
３

５
６
２
８
５
８

江
祀
、
師
岡
師
一

０
０
０
０
０
０

９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１

４
４
５
６
６
８

Ｔ

２
１
３
５
４
６
ＥＲ

EBONY2

WOODSTOCK

FLYINGTINKERBEL

いざなみ

ANNABELLEE

あきつき

C-3PO
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1986年初島レース成績表

修正時間
（秒）

総合
lllri位

所要時間
（秒）

ケ弓ブ
′／へ

11旧位
~フィニ･ｿﾝｭ
日時分紗

艇紹 T､C､FCL SailNo TYPE Rft

A-22瑠璃光 36KAN45 18.03.34.00 34440 0.8474 291843280 34．5I

CONTESSAⅧ 28568 A-18 32DOU4211 188 32．7 18．03．32．25 34345 0．8318

A－9 202535 ALOHA TAK41 18．03．34．22 34462 0．8105 2793130．3

SEALION A-11HT42 0．818628266 233215 31．2 18．03．35．30 34530

KARASU A-133220 TAK40 18．03．44．19 35059 28349 2730．1 0．8086

SEEAI)LERV3233 DOU42 A-2032．3 18．03．39．39 34779 0．8283 28807 34

土昨 姫恨叫3335 FRE40 A-142844531．5 18．03．37．18 34638 0．8212 28

ZEROII3410 FRE40 A-212916231．5 18．03．51．5］ 355110．8212 35

LAVIEENROSE3519 J-41 A-1030．2 18．03．36．29 34589 0．8095 28000 ワ1
台』

380 I､HETISIII111 U－38 29．5 18;03．50．36 35436 0．8031 28459 A-16 30

（
あさま3295 YAM38 A－728．5 18．03．40．59 34859 0.7939 27675 14

KELONIAⅣ 2182 YOK33 A－124．2 18．03．53．31 35611 267760，7520 １

DISCODORI2263 DB2 A－624．6 18．04．07．00 36420 0．7560 27534 11

i'f海波2640 KIH33 24．6 18．04．29．40 A-1737780 0．7560 28562 31

白 鯨2857 IKE34 24．5 18．04．13．31 A－836811 0．7550 27792
寸守

lイ

3039 SOUMI VEA30 23．3 18．04．35．50 38150 28334 A－l20．7427 26

MRS・MEDAUSAE〕044 TAK33 24．4 18．04．29．00 A-1537740 0．7540 28456 29

CRIMSON3152 TAK36 25．9 18．03．54．36 A－535676 0．7690 27431 10

海太即1113290 HOL33 24．6 18．04．04．09 A－436249 0.7560 27404 9

3530 SUMMERKNOWS TAK34 24．8 18．03．48．59 35339 0．7580 26787 A－2 2

陽 焔3531 YOK32 23．2 18．04．10．15 36615 0．7417 27157 A－3 5

CAETLA356］ VEN30 23．7 18．04．38．48 38328 A-190．7468 28623 33

一乗ⅡIV 1155 YOK31N 22．4 18．04．28．22 37702 B－70．7333 27647 12
4｡

2011 がめら TAK31 22．3 18．04．35．32 38132 0.7322 B-I］27920 19

2965 つるぎ NAK31 21．1 0．7270

POINCIANAII

SYLPHIDES3

2970 U－30 21．4 18．04．22．29 37349 B－10．7226 26988 ３

へ
3002 NAK31 21．6 18．04．51．07 39067 0.7248 28316 B－14 ワ貝

些“

BUMBLEBEEIIl3088 YAM30S 22．5 18．04．42．08 38528 B-130．7343 28291 24

3236 NEFUNOREO YOK31 22．3 ９
３
５
１
１
８
２
３
４
４
０
０
８
８
１
１

37319 0．7322 27325 B－5 8

3306 RIPPLEII

TABATHAIII

YOK31 22．4 38293 0.7333 B-1228080 22

旬旬nn

OODJ YOK31 22．5 18．04．28．43 q77ワq
哩ロ『竺凹 0．7343 27700 B－9 16

3373 AFRODITA

BASIC

YOK28 21．7 18．04．26．22 37582 0．7258 27277 B－4

3387 YOK28 21．6 18．04．33．11 37991 0．7248 B－627536 12

VERMILION3447 HT31 22．4 18．04．19．15
、旬TPF

JノIDD B－30.7333 27246 6

3510 TRACER TAK31 22．2 18．04．31．16 37891 0．7311 B－827695 15

｜
郡 は組

FINMARCHEUR

YR30 22．7 18．04．12．30 36750 B－20．7364 27063 4

3551 YR30 22．7 18．04．29．11 37751 0.7364 27800 B－10 18

総合優勝

クラスA優勝

クラスB優勝

初島シルバーヵッフ．

Aグループ．初島杯

Bグループ初島杯

KELONIA

KELONIA

POINCIANAII
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この生田ブイ近くは徴風ながら気圧の少しの谷間な

のか風は90度以上振れ回り全艇苦労したと思われた

が，我艇はなんとか早llに抜けて09:53<ピンド〉を

追う｡第2マークの角石までスピンを上げたりしてくピ

ンド〉に接近する。

第3マークの野島までに少し後続艇を離す。

野島回航l1:19先行艇のくマーク〉は岸寄りに向か

うのを確認。次のくピンド〉は中間コースをとるのを

確認しながら，野島のブランケットを無視して島近く

をつっ切る。先行大型艇はくタにつかまっているのを

見て,我艇は沖寄りのコースに決定した(なおこのコー

スは昨年と逆である)。しかし風は落ち，後続艇が少

し追いついて来た。だが沖よりに風が吹き始め，岸寄

りコースにとった先行大型艇及び後続艇をしり目に

ジヤイブをくり返し，少しずつ先行して第4マークを

トップにて14:30回航，後風速は増す。岸寄りコース

よりくカレラ〉が抜け出し追ってくるが，なんとか振

り切って日産マリーナ前にてファーストフイニッシュ

となった。

ユメの様である。野鳥レース2年連続優勝のうえ

ファーストホームという事もあり，全クルーの顔は喜

びで一杯だった。

’東

海

だ

ト
ひ

り

一
戸

γ－1△『~､W心『~､ミ

1986年度野島レース優勝記

<CHEERFUL-V>3398Y-30R

四日市フリート

小川伸也

雑感レース

木F雄
寺

八

4月6B07:00日産マリーナ東海近くの宿を出る。

今回のクルーはフルメンバーフ°ラスK氏の協力にて参

加となる。08：00スタート，まずまずの上スタートで

ある。各艇スターポードにて沖寄り，またポートにて

岸寄りに別れるが，後に岸寄り有利となった。我艇は

中間近くのコースをとったため岸寄りのくナルミ>,〈フ

ローレス〉に先行される。第1マーク生田ブイ近くま

でになんとか追いついたが，各艇風ナシのため止まっ

ている。我艇は少ない風をひろい集め生田ブイに向

かって先行し，大型艇のくマーク〉及びくピンド〉を

追う。

86年東海支部の初レースという事で出艇数が少ない

かと心配したが，出艇数17艇という昨年の平均をオー

バーしたものとなった。

今年最初を飾るレースでいずれも新鋭，ベテランぞ

ろいで，大型艇のくビンド7〉，〈マーク〉等と近年性

能向上の著しいハーフトン勢との戦いに非常に興味が

もたれるレースであった。

7：30よりスタートマーク設置をする。北西の風4

~6M,絶好の風である。

8：00スタート，スーパールーシーが1秒程度早く，

リコール，再スタートした以外は全艇ジャストスター

ト？さすがNORCのレースというところであっ

た。〈マーク>，〈ビンド〉を先頭にスタート20分程で

梶島方向の視界外へ消えて行き，幡豆沿岸はその後も

良い風にめぐまれ，今回のレースは早いテンポで進む

ものと，レース本部では12:00よりFINISH

WATCHを続けていたが，野島付近のカームで再ス

タート，その後も徴風の続くレース展開となりファー

ストホームが15:48と遅い展開のレースとなった。陸

風と海風の違いを今さらながら再確認すると共に，短

旦旦

一

日産マリーナ東海

爵/､ハヘ
①

、
30M

(恥班
焔
③

：

◎

つ
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距離レースでも無線交信により，レース本部の労力低

減を計る方法を考えてほしいものと思う。

今回スタート時に，〈セレーネ〉のクルーがブーム

パンチにより頭部負傷という事故があり,DNSとなっ

た事は大変お気の毒であった。“軽風時にも十分気を

つけて操船する”という基本を守る事が必要と感じた

次第である。

今回はレース後のアフターパーティも企画し，とん

汁，おでんを用意し，ファーストフィニッシュ30分後

から開催した。各艇レース談議に花が咲きくチヤフル〉

の野島からのコースどりに各艇脱帽，くやしがったも

のだった。

最後になりましたが，市川氏，中村氏及び三河湾フ

リートの皆様の全面的な御協力を心から感謝します。

寵 酔沌誤＃

灘蕊識

Ⅳクラス2位のく長良〉

一

5月3日(土)能古島一周（半時計）約8マイル

北東2m～3m,小雨後曇。(17艇）

5月3日(jz)17:10スタート

小呂島一烏帽子島，約60マイル（12艇）

北東3m～4m,雨，雨。

5月4日旧)タイムリミット前に全艇フイニツシュ。

こ毫喧

罰名
‘ひ

gD=z
コ
ザ
寺
、

こ
」 シリーズ・トータル成績表

得点順位総合順位

lバンガード(VDO36)2

2麻理絵(VDO41)10

3マルコV(HAY35)12

4G.B.(ジヤックポットI)3

5ピクニック（フレンドシップ｡32)11

6リベルテ(KIH34)8

7CITYBOY(YA30)@

8レディK(KIH30)4

9キヤプテーヌ(VDF30)5

10DrHIRO(ED30)6

11フェニックス(FAR920)

12ステラ(YA30)7

13リップスティック（ジョイラック26）9

◎

残

＝
玄海
だより

叙

NORC玄海支部片倉静江

〈玄海ウィークレース＞

今年から，アリランレースのない年のゴールデン

ウイークを有効に使う目的で，玄海ウィーク・シリー

ズレースを行なう事にした－5レースにわけ，その

トータルをまとめたが，予想以上の人気で最終第5

レースはどしや降りの中の夜間帆走に向かう各艇を見

送りながら，これで玄海支部もやっと6年前の「外洋

帆走協会」に戻ったなァと嬉しかった。隣のバースの

21フィートが26フィートになり，「外洋レースにも出

ます」と，波浪注意報発令下の湾内を帆走しているの

を見た時も嬉しかった。「玄界灘へ出よう／外洋へ出

よう.ﾉ我々は外洋帆走協会のメンバーなのだ｣は，大

原前支部長の言葉だった。

玄海ウイーク・シリーズレース内容は下記の通り。

4月27日旧)玄界島一周（半時計）約15マイル

北西4m～5m,小雨，濃霧。(13艇）

4月29日(火)湾内オリンピックコース2レース

北西5m～6m,快晴。(14艇）

（
）

'30．

･小呂島(西区）
。
割
崎
秒
一

(玄界灘）

毒騨
小戸ヨットハーバー

（福岡市西区）

O

烏帽子島
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二 NORC協会ニュース

第98回緊急理事会議事録

1．日時昭和61年5月14B(水)1710～2005

2．場所東京都港区虎ノ門1-15-16船舶振興ビル

3．出席者30名（うち理事27名）

理事（出席11名）石原慎太郎，大儀見薫，朝河清，今

岡又彦，清田博，児玉萬平，塩路一郎，篠原要山崎

達光，渡辺修治，久保和男（委任状16名）秋田博正，

清水栄太郎，石井正行，林賢之輔，宮坂敬三，林政幸，

川端治夫,小林義彦,都築勝利,秋山福夫,三井祥功，
松木哲，山田東吾，岩田行史，末松明，城間祥行

理事以外（3名）（帆走委副委員長）初鹿野幸生（ルー

ル委副委員長）周東英卿（事務局長）歌田道教

4．議題(1)事業補助金について

(2)その他

5．議事1710大儀見副会長司会で開会，出席者及び

委任状提出者が全理事の過半数で会議が成立すること

を確認のうえ,大儀見副会長議長となり議事に入った。

(1)議題(1)について児玉理事から60年度補助事業監査

時の状況ならびに監査結果60年度予算128万円の減

額,61年度事業執行の停止，及び監査結果を踏まえ

た61年度事業の改善案の提出を指示されている旨の

報告があり，大儀見議長から本理事会の最大のテー

マは補助金決定通知書の交付を受けている61年度補

助事業について口頭ではあるが，事業執行の停止と

改善案の提出をいわれていることについてNORC

の対応はどうあるべきかということにある。この点

の審議を願いたいとの発言があり審議に入った。

各理事の意見を検討中石原会長も出席慎重に審議

した結果,本日の審議過程をふまえて,会長副会長，

専務理事等で検討，早急に対応を決定する事となり

全員了承した。（石原会長用務のため退席）

(2)その他

①アメリカズ・カップは，本年秋から冬にかけての

チャレンジ・シリーズの後，来年1月から2月にか

けて，初めてアメリカ以外の場所，オーストラリア

のフリーマントル沖で行なわれることになっている

が，チャレンジの条件は，年次のレガッタ(Annual

Regatta)を海洋で行なっている公認されたヨット

クラブ(EstablishedyaChtclub)でなければなら

ないとなって‘おり,NORCがその条件を備えてお

り，次回(1991年）にチャレンジするため，アメリ

カズ・カップ・特別委員会を発足させ，体制を整備す

ることが決った。同特別委員会は，会長副会長

專務理事に若干名を加えて，早急に発足することに

なった。

なお，この事業は，日本のヨット界は勿論，総力

を結集して行なわれなければならないことは当然で

あり，しかも1回のチャレンジで終るものでなく，

少なくとも3回,10年の展望を持って取り組まなけ

ればならないことが併せて確認された。

②鳥羽レースは先に2コースに分けて実施すること

が決定されていたが,IOR･JORは神津島廻りの

コースに適用されるものとし，従来どおりのコース

には，新たにクルーザーレーテイングが適用される

こととなったが，このコースにはクレーザーレー

テイングの普及を図るために会友艇の参加も認める

ことが決定された。

③会友艇に対して，エンサイン旗を有償頒布するこ

とが決った。会員艇によるエンサイン旗使用を積極

的に推進するとともにクラブ旗（バージー）と，国

籍旗に準ずるものとしてのエンサイン旗の使い分け

を明確にすることがその意図である。

④浦安ディズニーランド南端の海面使用権を

NORCで獲得し，会員各位にメリットをもたらす

べく現在申請準備を進めていることが確認された。

また「NORC公認ナショナル・ジャッジ制度に

関する規程」については，少し時間をおいて検討す

ることとなり，継続審議となった。

他に質疑，意見等は無く以上をもって全議案を議

了し，2005第98回緊急理事会を終了した。

上記議事録に誤りのないことを証明し記名捺印する。

昭和61年5月14日

議長大儀見薫（印）

署名人児玉萬平（印）

署名人清田博（印）

日本船舶振興会補助事業

クルーザーレーティング

委員会からのお知らせ

関東支部委員長武田勝彦

数年来関東支部の懸案になっておりました「多くの

人々の参加できるレース｣,その重要資格であったレー

ティングルールがより簡単に多くの人々に計測してい

ただけるシステムになりました。これは昨年9月号に

渡辺修治氏が提案された簡易レーティングをその後の

理事会で決議し，今年より新しくクルーザーレーティ

ング委員会を組織するはこびとなりました。関東支部

の各フリートにおける委員の方々は次の通りです。

委員長武田勝彦(ｼｰﾆｱ)aO3-562-2264

委員服部一良（〃)a03-212-0321(内4751)

(28）
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〃白崎謙太郎(小網代)a03-300-8267

〃藤田弘治(油壺)a03-256-8107

〃小沢美弘(江島)a045-752-1558

〃石井竹彦(諸磯）念044-966-3742

〃柿島亮一(横浜)3045-712-3013

〃三宅直晴(葉山)a03-416-7326

〃 （佐島）

又，5月号オフショアーで御存知のごとく今年の鳥羽

パールレースにクルーザーレーティング艇の出場が認

められております。これに対応すべ<技術委員長渡辺

修治氏が4月19日と20日東海支部へ,5月18日関東支部

（シーボニア)，そして5月24日と25日に内海支部（西

宮マリーナ）で講習会を行なっていただきました。関

東におけるシーボニアでの講習会出席者は次の通りで

す。

横浜F:平野雅一，石黒正賞，佐々木功

諸磯F:鈴木利夫，石井竹彦

葉山F:井上一典

江ノ島F:熊谷達也,仁部智彦,小野智之，伊藤静

美

小綱代F:船原明，長淵国夫

シーボニアF:大津勉，朝河清（会場等協力者）

油壺F:別部尚司（艇協力者）

次にクルーザーレーティングについて関東支部として

決定したことを記します。

l)すでにIOR,JORを持っておられる艇でクルー

ザーレーティングを取りたい時にはNORCコン

ピューターにより計算させることができる。（現在

進行中）

2)IOR,JOR等ですでに計測データのあるクラス

ボートについては一部計測をすることによってレー

ティングを算出することができる。

3）まったくデータのないケッチ，ヨール等について

は全計測を行なうものとする。

4）上記l),2),3)で，クルーザーレーテイング

委員会が有効と認めたデータ，レーティングを持っ

ている艇は計測を必要としない場合がある。

5）計測料は2,000円とし支部又はフリートに支払う。

実施手当は最高額を1,000円としフリートに支払い

計測員に支払う。

6）各フリートの委員がサインをすることにより計測

証書は有効となる。計測証書は本書以外に2部コ

ピーを取り,本書を計測艇に,コピーの1部をフリー

トに他の1部をNORCに保管する。

7）器材（馬，計測バー）は材料をフリートに支給す

る。

8）計測証書については今後よりよい物たとえばプ

レート等を製作していく予定であるが，これらはｵ

ブｼｮﾝとする｡

以上のようなことが決定いたしました。何かご質問

がありましたら上記計測委員，又はNORCへお間合

(拠熟篭）
せ下さい

帆走委員会からのお知らせ

1．第27回,嶌羽パールレース（海の記念日旬間協賛）

A)コース：鳥羽→神津島（反時計)→小網代180マ

イル

参加資格:IOR又はJORI～Ⅵ安全規則

ORC-3NORC-B

B)新しいクルーザーレーティングクラスが出来まし

た

コース：烏羽→小網代150マイル（従来の烏羽

レースと|可じコース）

参加資格：

1.NORC会員艇及び会友艇

2．「沿海区域」の船舶検査証を取得

3．乗員の半数以上がNORC会員であること

4.NORC特別規定B

5．ORC安全規則-3を取得していることが望

ましいが今年に限り人数分のハーネス，ライフ

ラフト及びパラシュートフレア4本以上でも可

とする

6．参加料は乗員料も含みl艇1万円とする。

スタート:A,B共に7月25B(金)11:00

タイムリミット:A,B共に7月27B(日)18:00

申込締切：6月27日(金)17:30NORC本部

連絡会議：7月1lB(金)19:00NORC本部

尚フイニッシュ予定7月27日には安全フェステイバ

ル，ウェルカムパーティーも企画されています。

2．プレ鳥羽レースのお知らせ

7月24日(水)烏羽市主催によるう．レ鳥羽レースを計画

しております。是非ご参加下さる様お願い致します。

スタート：7月24日（木)10:00予定

レースエリア：菅島水道約10マイル

参加料：無料賞品を多数用意しております。

詳細についてはパールレース連絡会議において説明

致します。

3．第13回江の島一清水レース（95マイル）について

1.スタート7月12B(i)12:00江の島

2．申込〆切6月27日（金)17:00NORC本部

3．参加資格IOR,JORクラス1-VI

4．安全備品ORC-3,NORC-B

5．出艇申告及び7月11B(金)18:30～19:30

艇長会議NORC本部

6．係留艇について

l)清水港係留は7/13旧)より7/20旧)まで可,1艇3,000

円の泊地整理料をお願いします。係留艇は前後にア

ンカーが必要です。各艇用意して下さい。

ご里

（
）

(29）
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2）江の島にはスタート前日から係留出来ます。

3）清水港，江の島共係留についての問い合せは

NORC本部まで

江の島～清水レースも13回目をむかえることになり

ました。駿河湾支部ではつめたいビールなどを用意し，

簡単なパーティーを考えております。皆様の参加をお

待ちしております。〈記：芳賀〉

Fｼ…く､型～唖………荒…進一………………………………ｼ"……§
X
p

l 熱
波-凸墓、弱も-屯シ言唾､へも､毛誼冨重q孟唾羊屯も旦丙、_､ざや_,毛重美竃学､画一名、9禿奄電草葺も里託、墓唖君な＝埴旦輻竃舞軍云い言唾叉

1255メイストームファースト油壺9．6×8.2×

325×1.75松田悠八／艇名の由来：帆走の師であっ

た落合公平氏が，激しいメイストームに遭遇して亡く

なられたところから。／抱負：ファミリーセーリング

＋若干のクラブレース＋スターウォッチング。／ク

ルー：和田直巳(仕事は海洋開発｡艇では力仕事全般）

和田あづさ(Tシャツ作り）まさみ（妻・司厨)悠生・

元貴・瑛奈（子・クルー見習)｡/NORCへの要望：

ここに書かれた要望が実現に向かったことはあるだろ

うか。書く時点での夢がもっともホットで身近なもの

であるはずなのだから,NORCはぜひ要望の数々を

無視しないでほしい。そこで要望ですが，どんなに重

いクルージングボートも“せり合う”楽しみを存分に

味わえるようなレースをプロモートしてトさい.／

3550SCHNAUZER<シュナウザー〉タカイー32

関西ヨットクラブ8．99×7.50×3.29×1.80ヨシダタ

カオ／艇名の由来：我家の愛犬の犬種より。シュナウ

ザーはドイツ産テリヤの改造種にて中型犬なり。／抱

負：この艇が建造5艇めとなりこれからもレース及び

クルージングにとはりきっています。／クルー：九埜

正明，大久保秀之等シュナウザー1世よりのクルーカヌ

そろっています。/NORCへの要望：別になし。

－お願い－

この度，会員名簿の作成につきましてご協力あ

りがとうございました。なるべく早急に作成した

いと思っておりますが，住所不明の方々が多数い

らっしゃいましたので,下記の方々と同じ艇の方，

又はお知り合いの方がいらっしゃいましたら，至

急NORCに連絡を下さるように伝言して下さ

い。よろしくお願いします。

日本外洋帆走協会

"03(504)1911

札幌市井上明名古屋市品川誠

〃 梅原洋介西春日部長谷川正也

豊田市高木豊岩倉市柿本秀治

長西市石川湊一大阪市木下俊文

港区今野彰〃山品一渭

大田区那須英誉伊丹市飯田義輝

目黒区古家恒昌明石市柴田稔

世田谷区石川達雄広島市鈴木欽也

新宿区井坂一〃丸山茂樹

横須賀市村田和弥福岡市坂口定雄

習志野市藤田靖志〃濱口和孝

三島市高草木敏夫〃西村宏一

湖西市小山聡久留米市浮田芳典

名古屋市高橋宏幸

へ

」訂正箇所のお知らせ

5月号12ページ鳥羽パールレース文中のⅣコー

スイ．神津島回りIORレーティング艇とありま

す力:，これをIOR及びJORとJORを追加訂正
…

いたします。

へ

’986年度

|ORセールメジヤラー名簿追加

戸谷寿男

前田利一

河本義夫

庄崎義雄

石川信和

４
８
０
２
３

０
０
１
１
１

０
０
０
０
０

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

フッド・セイルメーカース

ドイル・セイルメーカース

ノット

キング・セイル

ハリケーン

OFFSHORE第135号昭和61年6月15日発行
毎月1回15日発行

昭和52年7月21日第三種郵便物認可

1部定価300円（郵送料45円）

発行社団法人日本外洋帆走協会

東京都港区虎ノ門1-15-16(船舶振興ビル4階）

電話・東京03(504)1911～3〒105
郵便振替番号2‐21787

印刷正進社印刷株式会社

(30）
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ケンウッドカップ観戦ツアーハワイ7日間

昭和61年8月1日燭～8月7日㈱214,000円より

笹

。＆

拳剖
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Ｐ
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》

4
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鰯

遜悪.…癖豊

蕊一

第5回目を迎えたﾉ、ワイ国際外洋ヨシ|､シリーズは今年から装いも新たにケンウッドカッう。として実施

されることになりました。日本からも8艇2チームが参加を表8月しています。8月2日～8月17日の期

間に5レース行われるうち、27マイルのオリンピック｜､ライアンク．ルを2レースとモロカイレースのス

ター|、をチャーターボートから見る本格的ヨシ｜、レース観戦ツアーをご案内します。

日程：昭和61年8月1日(金)～8月7日（木)5泊7日

参加費用：レインボータワーコース238,000円

コンドミニアムコース（2人部屋)227,000円

〃（3人部屋）219,000円

〃（4人部屋)214,000円

募集人員：各コース共25名

費用に含まれるもの：航空運賃、宿泊費、送迎バス、レース

観戦費用、食事(日樫表に明記された

もの)、ホノルル半日市内観光

お問い合わせ・お申込みは

食事時間 内部市椚'’日 谷

一
一

ノースウェスト航空機にて

成田空港を後にホノルルへ

日付変更線…---…

ホノルル到着後、市内観光

午後、Ig1111行動

機内成f､空港発8j11日耐 21：00

昼食ホノルル藩 9：00

第1回トライアングルレース

観戦（約6時間）

ホノルル淵ｲI8月2日(t）
昼食

第2回トライアングルレース

観戦（約6時間）

ホノルル淵ｲI8川3日(H）
昼食

夕刻より中距離オーフショアー

レース（モロカイレース)のスタ

ート観戦(約3時間)軽食付き

kノルルォ'ﾙｲI8川4日(11

(運輸大臣登録一般旅行業第407号）

ホノルル柵ｲ1 終日、自由行動

オフ･ショナルヅアーも用意し

ています。

8月5日(火）

㈱正叉I孚矼ン勺一談ライス索
G104束京都中央区八丁堀1－3－2

盃03-553-7813

担当者杉山

機内ノースウェスト航空機にて帰

国の途へ

8月6日㈱ ホノルル発 11：05

8FI7日附|成田空港端|'3:551成田空港空港到着後､解散||
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●1WIIN川!につき､キャビオ､判をilil･袖に入れ､う。レゼン

|､いたしております。

ご注文にI心じてポストカード1純お｛1:')いたします。

,i櫛HIは､'1スカイ･-ﾏﾘﾝ企lllil宛になんなl)とおIIIし1,1-けくだ

さい。

へ

だから､美しい｡だから低価格b
あなたのご愛艇と､ご|'|身のり〕姿を超低ﾂ猫て､撒影の|:、

引き1IIIぱした写典を淀しい和に入れておIIIIけします。

航ﾂ將機25機をｲ』し､窄搬の維験が深い私たちだからこそ

て､､きた､この企|由'て､､す。

もちろん､仕lZがl)は格別｡ｲllli格もはるかに格安です。

またとないこの機会に肚非ご参加ください。

｜基本料金蝿鯵高)￥120,000'誘癖’
スカイ･マリン企画■B全サイズ･額付(|,030×728mm)¥60,000

■B2サイズ･額付(728×515mm)¥35,000 〒'60東京都新宿区新宿2-2-4第'0御苑宮庭マンシヨン8D

株式会社クリエイティブ･フレンズ内

■B3サイズ･額付(515×364mm)¥20,000
富士航空株式会社

東日本航空株式会社
※ローンも承っております《

●お問合わせ､お申し込みは/TEL.03(352)2883.7428
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